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株式会社有隣堂（本社：神奈川県横浜市 代表取締役社長：松信 健太郎）は、11月末より、当社オリジナル出版物の

最新刊として、『徳川家康 「関東国替え」 の真実』を発売します。著者は、江戸をテーマとする執筆、講演活動等で活躍中の

歴史家・安藤優一郎氏。本書では、ピンチをチャンスに変える徳川家康のリーダーシップに注目し、「関東国替え」という一大プロ

ジェクトを成功させ、天下人へと上り詰めたステップを追います。2023年NHK大河ドラマ「どうする家康」の関連書としてもおすす

めの一冊です。 

 

●書名  ： 『徳川家康 「関東国替え」 の真実』  

●著者  ： 安藤 優一郎 

●出版社： 有隣堂 

●定価  ： 税込1,078円 (本体980円＋税)   

●体裁  ： 新書判 ・ 本文208頁 

●発売日： 2022年11月30日予定 

●取り扱い：有隣堂各店（一部店舗除く）、全国の書店  

 

 

 

 

 

 

 

 

徳川家康と北条氏の関係に焦点を当てながら、小田原合戦の後、秀吉から北条氏旧領への国替えを命じられるまでの経緯を

追うとともに、家康がどのようにして転封を受け入れ、江戸城と城下町を整備して、天下人へと至るステップとしたのか。ピンチをチャ

ンスに変えた家康像を描く。 

目次 

第一章 北条氏と徳川氏の強固な同盟 

第二章 秀吉と北条氏の板挟みになる家康 

第三章 小田原城攻防戦 

第四章 北条氏旧領への国替え 

第五章 江戸城と城下町の整備 

第六章 将軍のお膝元のはじまり 

 

 

 

１．2023年大河ドラマ「どうする家康」の関連図書 

来年度の大河ドラマの主人公、徳川家康の業績の中でも、今回は特に家康の「関東国替え」に焦点をあてました。小田原北

PRESS RELEASE 

〈報道関係各位〉 

ピンチをチャンスに変える家康のリーダーシップに注目 

有隣堂の最新刊 『徳川家康 「関東国替え」 の真実』11月末発売 

2023年大河ドラマ「どうする家康」関連書 

 

内 容 

著 者：安藤 優一郎（あんどう ゆういちろう） 

1965 年生まれ。歴史家。早稲田大学文学研究科博士後期課程満期退学。文学博士（早稲田

大学）。ＪＲ東日本・大人の休日倶楽部趣味の会など生涯学習講座の講師を務める。『賊軍の将・

家康 関ヶ原の知られざる真実』（日経ビジネス人文庫）、『幕末の先覚者 赤松小三郎』平凡社

新書、『大江戸の娯楽裏事情』朝日新書など著書多数。 

編集担当者が語る 3 つの「推し」ポイント 



条氏との戦いに勝利したのち、家康は豊臣秀吉から駿府を中心とした旧領を取り上げられて、旧北条領を与えられます。石高

にして 2倍以上の加増となりましたが、統治が少しでも危うくなれば、秀吉からの制裁が待っている危ない立場です。そのような

「ピンチ」を自らの政権への足固めとしていった、「家康の処世術」が描かれていることが第一の「推し」ポイントです。 

 

２．初めての「全国」を意識した出版物 

これまで弊社は横浜・神奈川をテーマとした出版活動を続けてまいりましたが、今後は、全国を対象とした出版物の制作にも取

り組んでまいります。本書はその第 1の矢で、さらに第 2、第 3の矢と続く予定です。開港時、西洋文明が横浜から全国に広

がっていったように、出版不況の今こそ、出版文化を横浜・神奈川から全国に発信したいと考えています。 

 

３．小田原北条氏とのつながり 

家康の生涯で神奈川エリアと一番関連が深いのは小田原北条氏となるでしょう。隣国として接していたため対立する一方、対

武田氏、対豊臣氏で共同戦線を組むなどその関係は目まぐるしく変化します。最終的に家康が秀吉の臣下となり、その関係

はいわゆる「微妙」なものとなっていきます。家康は両者の調停に努めますが、結局小田原合戦では先陣をつとめて真っ先に攻

め込むことになります。本書では、「徳川家康と北条氏」の関わりの変化にご注目ください。 

 

●おすすめの有隣堂出版物 関連書  

『戦国大名北条氏』 下山治久：著  1,100円(税込)   有隣新書 73 

戦国期は北条早雲の伊豆国侵攻に始まる。早雲と子の氏綱は相模国を平定し、 

氏康・氏政の代には伊豆・相模・武蔵三か国を本拠地とする戦国大名となった。 

北条氏は周辺の上杉謙信、武田信玄などと領土争奪戦を繰り広げ勢力圏を 

拡大するが、五代の氏直が、全国平定を目差した豊臣秀吉との小田原合戦に 

敗れて滅亡する。 

本書は早雲から氏直にいたる五代の興亡の歴史を概説し、当主や一族、家臣 

たちの実像を明らかにする。 

 

 

●有隣堂のオリジナル出版物のご紹介 

有隣新書 https://www.yurindo.co.jp/yurin/sinsho 

単行本   https://www.yurindo.co.jp/yurin/tanko 

 

●情報紙『有鄰』について 

1967 年 12月創刊の情報紙。奇数月 1日発行。 

各界の一流執筆者による、神奈川の歴史・文化にちなんだテーマや、文学・芸術・時事問題などに関するエッセイ・論説を掲載。 

電子版はこちらから https://www.yurindo.co.jp/yurin/ 
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